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研究成果概要 
 ドナー・アクセプター型交互共重合体(DA ポリマー)は、有機薄膜太陽電池(OPV)の

半導体材料として優れた特性を示す。我々は、P(2-MeOC6H4)3(L1)の hemilabile な配位

子特性を利用して直接的アリール化重合(DArP)に高性能なパラジウム触媒が調製でき

ることを見出し、様々な DA ポリマーを簡便かつ高精度に合成できることを示してきた。

特に、配位子 L1に TMEDA を組み合わせた混合配位子触媒を開発し、C–H 結合活性化

を素反応とする DArP が抱えていたポリマーの分岐・架橋・不溶化の問題を劇的に改善

できることを明らかにした。本研究では、混合配位子触媒を用いることにより、ベンゾ

ジチオフェンの 4位と 8位にチエニル基を有するベンゾジチオフェンをドナー単位とす

る DA ポリマーの DArP 合成について検討した(下式)。 
 下式にしたがって DArP 合成を行った結果、不溶化物の副生を伴うことなく、目的と

する P1 が高収率で得られた。また、比較のため、文献に従って右田−Stille 型クロスカ

ップリング重合を行ったところ、DArP 生成物と同等の分子量を有するポリマーが得ら

れた(P1Stille: Mn = 32,100 (PDI = 2.2))。 

 次に、1H NMR により二種類のポリマーの構造を解析したところ、合成法によって構

造が大きく異なることが分かった。すなわち、DArP 生成物は高度に構造制御されてい

るのに対し(ホモカップリング欠陥 2.0%)、Stille 生成物には相当量のホモカップリング

欠陥(14.8%)が含まれていることが分かった。続いて、二種類のポリマーの物性と材料

特性を調べた。その結果、構造に大きな差があるにも関わらず、二種類のポリマーは同

等の光学的および電気化学的性質を示した。それらの性質に及ぼす構造欠陥の影響が極

めて小さいことは、モデル分子を用いた DFT 計算によっても再現された。また、ITIC
を組み合わせて、BHJ 型 OPV を作製して評価したところ、同程度の光電変換効率(PCE)
を示すことがわかった(P1: 9.5 ± 0.3%, P1Stille: 9.5 ± 0.1%)。 
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